
メディア・バイアス
〜市民はどう対処したらよいのか

2008年7月3日

松永 和紀

まつなが わき

NITE化学物質管理センター成果発表会2008

於；津田ホール



今日の話のあらまし

1. メディア・バイアス〜中国製ギョーザ事件
を例に

2. なぜ、マスメディアはバイアスのある報道
をしてしまうのか

3. 企業や市民は、どう対処したらよいの
か？



例１ 中国製冷凍ギョーザ報道編

<報道内容＞
中国では農薬が濫用されている

中国産食品は危ない

「安全の生協」揺らぐ

輸入食品のたった１割しか検査されていない

＜対策＞

輸入食品の検査強化

加工食品の検査開始

加工食品の原料原産地表示強化

消費者庁創設？

その対策・施策は意味があるか？



中国製ギョーザ事件

1月30日、発覚
この時点で、野菜の残留農薬の可能性を考えて
いたのは、マスコミのみ

野菜の
残留農薬

事故

犯
罪 テレビ

食品業界



なぜ？
化学物質の毒性の出方を理解する

重い健康影響が出た、という
ことは、mgオーダー、少なくと
も数十mgは食べたということ

残留農薬の線は消えた！



実際の分析値

千葉県警

皮 ４０〜３万１１３０ｐｐm

具 ３０〜１万６６２０ｐｐｍ

新聞などは、基準の10万倍などと報道。しかし、
これでは「量」をつかめない。実際の「量」は？

皮3万ppmー皮１g中にメタミドホス3万μｇ＝30mg含有
具1万6000ppmー具１g中に1万6000μg＝16mg含有



食品テロを輸入検査強化で防げるか？

• 中国製食品の品質は、実は決して悪くない
（ 2006年の食品衛生法違反＝0.6％、米国は1.1％）
• 問題の工場で生産され輸入されたギョーザは123万
739kg（2007年1月〜08年1月31日）。そのうち有症事
例となったのは３件、３袋

輸入検査を強化しても、「犯罪や事故による
局所的な汚染」を見つけることはできない

だが、現在は「加工食品検査 狂騒曲！」

その費用はだれが負担？



消費者に提供されていない情報ー米国
FDAの食品テロ対策

• 包装がおかしなものは食べない
• 味がおかしなものは食べない



ギョーザ事件にみるメディアの問題点

• 専門知識がない、調べない
• センセーショナルが最優先
• 分かりやすい二元論に終始する
• ナンチャッテ学者、評論家に依存
• 警鐘報道に対する過大な評価
• 一過性の報道に止まる



センセーショナリズム

• 有害性の新たな検出の価値が大きい
• 既存の大リスクを軽視する
• リスクのトレードオフを考慮せず、総合的な
判断をしない

• 特ダネ競争
• 映像に引きずられる
• 他社の報道に引きずられる

社会の大きな不利益に直結



まじめ、科学的な人が陥るジレンマ

ものごとには、さまざまな要素がある

○○○○○○○○○○○○○○●○○

○●○○○○●○○○○○○●○

○●○○○○○●○○○●○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○●

「この製品は安全である」と言うためには、厳密には要素の
すべてを確認、評価する必要がある。
しかし、メディアが「この製品は危険である」と言うために
は、たった一つの●を見つけるだけでいい。●の数や大小、
色の濃淡などは気にしない。



• 「安全と言えるか？」真剣に悩む人、組織
＝インパクトなし

• 「危険」と簡単に言う人、組織＝???

（例）買ってはいけない／環境ホルモン騒

動／ダイオキシン／中国製食品／工業ナ
ノ材料／遺伝子組換え作物……



バイアスの大きい日本のメディア

• 全国紙、在京キー局による情報伝達が
主流

• 記者クラブ制度
• 専門記者を育てない
• 科学教育の不足
• 科学者の社会的な役割が認知されて
おらず、評価されない



例２・DDT編

• 有機塩素系殺虫剤

• 戦後すぐ、中国大陸、朝鮮半島から着の身着のまま引き揚げ
てきた人たちに、振りかけられた。発疹チフスなどを防ぐ「奇跡
の粉」

• 60年代、レイチェル・カーソン著「沈黙の春」などで、
生物濃縮、発がん性などが指摘される

• 70年代初頭、各国で使用禁止に

• 90年代、魚で環境ホルモン作用確認

• 2001年、POPs（残留性有機汚染物質）条約採択

私たちのイメージは「追放すべき極悪物質」



DDTとマラリアの現実

• すべての国で禁止されているわけではない
• マラリアを媒介する蚊の駆除にもっとも効果的
• 世界で年間３億人がマラリア患者に。うち100万
人以上が死亡。犠牲者の多くは子ども



マラリア患者数の推移

「リスク学入門１リスク学とは何か」（岩波書店）より



WHOの方針転換

WHO（世界保健機関）は2006年9月、マラリアが流
行している地域で、家の内壁にDDTを少量スプ
レーする使用方法を推奨する声明を発表

!DDTの部分使用によるリスク管理

http://www.who.int/mediacentre/news/releases/2006/pr50/en/index.htm
l



DDTのリスクとベネフィット

ベネフィット
マラリア予防に貢献し、子どもたちが救われる

リスク
環境蓄積性→あり

環境ホルモン作用→魚類であり。ただし、ヒト、哺乳類では
見解がまとまっていない

発がん性→ほぼ否定

結論

マラリア予防で使われるDDTの使用量は少ない。
目の前の子どもたちの命を救うために、地球の将
来に少しの負債を残すのは仕方がない



DDTの報道ー海外
• この20年あまり、何度も報道され、リスクとベネ
フィットが議論されてきた

• WHOの声明も大々的に報道された

http://news.bbc.co.uk/2/hi/science/nature/5350068.st
m



DDTの報道ー日本

• あまり報道されていない
• WHOの声明を報道した新聞・通信社は４社
• うち１社は翌月、リスク強調記事
＜ＤＤＴ＞解禁しても大丈夫？ ＷＨＯが対マラ
リアで散布勧告 （中略）○○研究員は「さらに
研究が必要だが、どうやらリスクはありそうだ」
と指摘する



メディアには期待できない。市民が変わろう！

一つのものごとを構成する多様な事実、複雑な要
素の中から、一部だけピックアップして伝えるの
が「報道」というもの

メディア・バイアス

特定のだれかに都合の良い情報だけが、発信され
続け拡大し、やがて”真実”になって行く

農薬、食品添加物、環境ホルモン…
この状況にノーを！

「受け身」を脱し、学び、情報を発信

＜科学の読み書きそろばん力＞をつけよう！



科学の読み書きそろばん力をつける十カ条

1. 懐疑主義を貫き、多様な情報を収集して自分で判断する
2. 「○○を食べれば…」というような単純な情報は排除する
3. 「危険」「効く」など極端な情報はまず、警戒する
4. その情報がだれを利するか、考える
5. 体験談、感情的な訴えには冷静に対処する
6. 発表された「場」に注目する。学術論文ならば、信頼性は比
較的高い

7. 問題にされている「量」に注目する
8. 問題にされている事象が発生する条件、特に人に当てはま
るのかを考える

9. 他のものと比較する目を持つ
10. 新しい情報に応じて柔軟に考えを変えてゆく

「メディア・バイアス あやしい健康情報とニセ科学」（光文社新書）より



科学技術の健全な進歩

◆科学技術の過ちを反省し改善策を講じて
いる

◆議論や評価の進め方に、客観性がある

◆科学情報に関する情報は、一般の人々に
広く提供されている（行政機関、研究機関、
企業などによる情報公開、考え方・今後の
方向性のていねいな解説、データベース
整備…）



メディア批判を超えて

皆さんの役割

私の役割



『 「食品報道」のウソを見破る〜食卓の安全学』（家の光協会）

『踊る「食の安全」〜農薬から見える日本の食卓』（家の光協会）

「メディア・バイアス〜あやしい健康情報とニセ科学」（光文社新書）

「植物まるかじり叢書５ 植物で未来をつくる」（化学同人）

日経BP社FoodScienceで「松永和紀のアグリ話」を連載中
http://biotech.nikkeibp.co.jp/fsn/kiji_mtng_itiran.jsp?sch_pg=0
月刊誌「栄養と料理」（女子栄養大学出版部）で『飽食ニッポン「食」
の安全を読みとく』を連載中

ご意見は、postmaster@wakilab.org へ
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